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操作の流れ

システムの導入後から調書出力までの大まかな流れを図で説明します。
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導入後や業務を始めるときの流れ
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橋梁台帳の登録

※Excel調書などからプログラムを使って
ナップザックが一括登録します。

業務データの作成

対象橋梁の割り当て

（１）システム導入後の準備

（２）定期点検業務を始める前の準備

操作の流れ



点検作業を行うときの流れ
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タブレットにデータ取り込み

現地状況写真の撮影

損傷写真の撮影

損傷情報の入力

データをアップロード

写真を選定

診断結果を入力

調書出力

（３）現場点検を行う前の準備

（４）現場でのタブレット操作

（５）事務所での整理と調書作成

※前回点検があれば、前回の損傷情報と
比較しながら入力が可能。

※国土交通省の点検要領に則した26項目の損傷種別と5段階の
損傷程度を選択。
※ひとつの損傷に複数枚の写真が撮影可能。近景と遠景を撮影
することで診断の判断材料が増える。（診断精度の向上）

操作の流れ



インフラDBへのログイン

インフラDBへのログイン方法と、共通のメニュー項目について説明します。
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ユーザー名とパスワードを入力して、［ログイン］ボタンをクリックします。
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インフラDBへのログイン

DEMO



ログインすると、各機能のメニューが表示されます。
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橋梁諸元などの台帳データを
表示・入力する機能です。

定期点検データの表示・入力や
調書を出力する機能です。

インフラDBへのログイン



右上の［メニュー］ボタンをクリックすることでもメニューを表示できます。
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メニュー

インフラDBへのログイン

テスト｜テスト



（１）システム導入後の準備

システム導入後に行う、橋梁台帳の作成方法を説明します。
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メニューから「橋梁台帳」をクリックします。
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（１）システム導入後の準備



［追加］ボタンをクリックします。
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（１）システム導入後の準備



橋梁の諸元を入力し、［保存］ボタンをクリックします。
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道路橋定期点検要領に準拠した
項目を出力するには、次の項目
を入力してください。
• 橋梁ID
• 橋梁名
• 橋梁名フリガナ
• 所在地自
• 緯度経度起点側
• 路線名
• 管轄
• 共用開始日
• 径間数
• 橋長
• 橋種
• 上部構造形式
• 下部構造形式
• 基礎形式
• 全幅員
• 路下条件
• 代替路
• 道路区分
• 緊急輸送道路
• 占用物件

（１）システム導入後の準備



サイドメニューの「現地状況写真」をクリックし、［追加］ボタンをクリックします。

14

（１）システム導入後の準備



全件写真を選択し、［保存］ボタンをクリックします。
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「1」を入力

全景写真のファイルを選択

「全景」を選択

（１）システム導入後の準備



現地状況写真が登録されます。
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（１）システム導入後の準備



（２）定期点検業務を始める前の準備

定期点検業務を始める前の、業務データの作成方法を説明します。
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メニューから「橋梁点検」をクリックします。
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（２）定期点検業務を始める前の準備



［新規に業務を作成する］ボタンをクリックします。
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（２）定期点検業務を始める前の準備



業務内容を入力し、［新規作成］ボタンをクリックします。

20

次の項目を入力してください。
• 業務名称
• 期間

（２）定期点検業務を始める前の準備



業務データが追加されます。［詳細］リンクをクリックします。
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（２）定期点検業務を始める前の準備



この業務の対象橋梁を割り当てるため、［対象橋梁を追加］ボタンをクリックします。
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（２）定期点検業務を始める前の準備



［検索］ボタンをクリックして橋梁一覧を表示し、対象橋梁を選択して追加します。
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［検索］ボタンをクリックすると、橋梁
一覧を表示します。橋梁名の部分一致で
絞り込むこともできます。

割り当てる橋梁を選択して、［選択した
橋梁のみ追加］ボタンをクリックします。

（２）定期点検業務を始める前の準備



対象橋梁が追加されます。
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（２）定期点検業務を始める前の準備



（３）現場点検を行う前の準備

現場点検を行う前の、タブレット端末へのデータ取り込みについて説明します。
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ここでは二巡目以降の点検を想定して、過年度の点検業務を用意しています。
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ID=1が過年度の点検業務、ID=2が実施中
の点検業務とします。

（３）現場点検を行う前の準備



損傷情報に前回の点検内容が表示されています。
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今回の点検結果をタブレット端末で入力
していきます。

（３）現場点検を行う前の準備



28

タブレット端末の「インフラTT」にログインします。 （Wi-Fiに接続して操作）

（３）現場点検を行う前の準備

接続先サーバー名

アカウント

パスワード



29

現場点検を行う業務を選択します。（Wi-Fiに接続して操作）

業務の一覧を表示します。

（３）現場点検を行う前の準備



30

現場点検を行う橋梁を選択します。（Wi-Fiに接続して操作）

橋梁の一覧を表示します。

（３）現場点検を行う前の準備
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点検に必要なデータが取り込まれます。（Wi-Fiに接続して操作）

データが取り込まれている橋梁には
「更新」アイコンが表示されます。

（３）現場点検を行う前の準備
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さらに橋梁を選択すると損傷情報の一覧を表示します。

前回点検の結果が取り込まれている
ことを確認できます。

（３）現場点検を行う前の準備



（４）現場でのタブレット操作

現場でのタブレット端末の操作方法を説明します。
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34

タブレット端末の「インフラTT」にログインします。（オフラインでも大丈夫です）

（４）現場でのタブレット操作

接続先サーバー名

アカウント

パスワード
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現場点検を行う業務を選択します。（オフラインでも大丈夫です）

（４）現場でのタブレット操作
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現場点検を行う橋梁を選択します。（オフラインでも大丈夫です）

（４）現場でのタブレット操作
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今回の点検結果がまだ未入力の状態を示しています。

メニューをクリックします。

（４）現場でのタブレット操作
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メニューから「現地状況写真」を選択します。

（４）現場でのタブレット操作
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現地状況写真の一覧が表示されます。一覧の項目または追加ボタンをクリックします。

今回の現地状況写真はまだ未入力です。

追加ボタン

（４）現場でのタブレット操作



40

撮影ボタンをクリックします。

（４）現場でのタブレット操作



41

右側のフレームで角度をあわせて撮影ボタンをクリックし、登録ボタンをクリックします。

撮影フレーム前回写真があれば表示

登録ボタン

（４）現場でのタブレット操作



42

確認ダイアログで「はい」を選択します。（★登録操作を忘れないよう注意してください）

（４）現場でのタブレット操作



43

メモなどを記載し、登録ボタンをクリックします。

登録ボタン

（４）現場でのタブレット操作
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確認ダイアログで「はい」を選択します。（★登録操作を忘れないよう注意してください）

（４）現場でのタブレット操作



45

現地状況写真が登録されます。

（４）現場でのタブレット操作



46

メニューから「損傷情報」を選択します。

（４）現場でのタブレット操作



47

損傷情報の一覧が表示されます。一覧の項目または追加ボタンをクリックします。

今回の損傷情報はまだ未入力です。

追加ボタン

（４）現場でのタブレット操作
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部材や損傷種別、損傷程度などを選択します。

前回の点検結果がある場合は、その内容
を初期選択しています。

（４）現場でのタブレット操作
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撮影ボタンをクリックします。

（４）現場でのタブレット操作
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右側のフレームで角度をあわせて撮影ボタンをクリックし、登録ボタンをクリックします。

撮影フレーム前回写真があれば表示

登録ボタン

（４）現場でのタブレット操作
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確認ダイアログで「はい」を選択します。（★登録操作を忘れないよう注意してください）

（４）現場でのタブレット操作
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メモなどを記載し、登録ボタンをクリックします。

登録ボタン

近景と遠景など、ひとつの損傷情報に
複数枚の写真を登録できます。

（４）現場でのタブレット操作
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確認ダイアログで「はい」を選択します。（★登録操作を忘れないよう注意してください）

（４）現場でのタブレット操作
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損傷の確認・登録が完了した項目にはアイコンが表示されます。

（４）現場でのタブレット操作



（５）事務所での整理と調書作成

タブレット端末のデータを取り出し、健全性の診断結果を
入力して調書を出力する流れを説明します。
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56

事務所に戻ったら、サイドメニューから橋梁一覧画面を表示します。 （Wi-Fiに接続して操作）

（５）事務所での整理と調書作成



57

項目の右メニューからプルダウンメニューを開き、アップロードを選択します。 （Wi-Fiに接続して操作）

Wi-Fi経由で点検データを
アップロードします。

（５）事務所での整理と調書作成
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アップロードが完了すると、「更新」アイコンが消えます。

（５）事務所での整理と調書作成



メニューから「橋梁点検」をクリックします。
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（５）事務所での整理と調書作成



今回の業務の［詳細］リンクをクリックします。
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（５）事務所での整理と調書作成



現場点検を行った橋梁の［編集］リンクをクリックします。
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（５）事務所での整理と調書作成



サイドメニューから「損傷情報」を開くと、現場点検の結果が登録されています。
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（５）事務所での整理と調書作成



サイドメニューから「対策区分」を開きます。
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損傷情報が径間×部材×部材番号×損傷種別ごとに
グルーピングされて一覧表示されます。

点検調書の２枚目に掲載する項目の
［編集］リンクをクリックします。

（５）事務所での整理と調書作成



点検調書の２枚目に掲載する健全度と写真を選択して、保存ボタンをクリックします。
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（５）事務所での整理と調書作成



健全度と写真を選択すると、一覧にアイコンが表示されます。
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（５）事務所での整理と調書作成



サイドメニューから「点検情報」を開きます。
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（５）事務所での整理と調書作成



点検調書の１枚目に掲載する点検情報と判定区分を入力して、保存ボタンをクリックします。
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道路橋定期点検要領に準拠した
項目を出力するには、次の項目
を入力してください。
• 点検年月日
• 点検者
• 健全度（橋単位）
• 所見等
• 各部材の判定区分
• 各部材の変状の種類
• 各部材の備考

（５）事務所での整理と調書作成



［ダウンロード］リンクをクリックして、ダイアログを開きます。
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（５）事務所での整理と調書作成



［道路橋記録様式］ボタンをクリックします。
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（５）事務所での整理と調書作成



点検調書が作成されると、点検関連書類の一覧に表示されます。
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数秒後に調書が作成されますので、「F5キー」
などで画面を適宜更新してください。

ファイル名をクリックすると、Excelファイルが
ダウンロードされます。

（５）事務所での整理と調書作成


